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東九州道建設中。災害による不安を緩和！
安全・安心な道づくりは始まってる－

至大分

６月１日（水）、佐伯市蒲江大字丸市尾地区と

東九州自動車道建設業者２社が｢災害時の支

援・協力に関する協定書｣を締結いたしました。

協定書には、地震・津波等の災害が発生した

場合の避難場所や災害復旧に必要な資機材の

提供等が盛り込まれています。

今年の３月１１日に発生した東日本大震災を

目を当たりにし、丸市尾地区においても大津波

発生時の避難場所等について危惧。東九州道

（蒲江～県境間）を建設中の前田建設工業㈱と

丸市尾地区（標高=3~5m）

東九州道（標高=17m~21m）
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発生時の避難場所等について危惧。東九州道

（蒲江～県境間）を建設中の前田建設工業㈱と

ＡＮＡＩ㈱の協力を経て、協定書の締結を行う運

びとなりました。

調印式での協定締結後、｢地区住民には高齢者

が多く、災害発生時の不安は大きい。この協定締

結は、地区にとって心強い｣とのコメントを区長より

頂戴いたしました。引き続き、地区で作成する避

難経路等の看板設置に対して協力する予定です。

今後は、隣接する地区においても同様の協定を

締結する準備を進めていおり、東九州道建設にあ

たっては、これからも地域と協力し、災害に強いま

ちづくりを応援していきます。
▲｢災害時の支援・協力に関する協定書｣調印式の様子

東九州道（標高=17m~21m）

▲東九州道が通過する佐伯市蒲江の丸市尾地区

心強い!


